
医師の技術料への一工夫

―少ない原資のなかでの
山形大学医学部附属病院の工夫と限界―

山形大学 医学部長

中央社会保険医療協議会 委員

嘉 山 孝 正

KYIVY
スタンプ



山形大学医学部改革の取り組み
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『山形新聞』
平成18年3月31日
3月27日、6月7日

Yamagata University
T. Kayama
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徹底した情報開示

明細書を全患者に無料で発行
（２００９年４月、大学病院で全国初）

『山形新聞』平成21年3月5日

1996年（13年前）
の医療事故

Yamagata University
T. Kayama

2001年：
内部調査により
隠蔽発覚→公表
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2002年：
ブレイム・フリー・
システム導入

隠す体質
から脱却

『山形新聞』平成18年3月30日
（記者会見の写真は平成14年）



技術料および時間外手当の原資

ó管理当直手当の減額
（２万→１万円）で捻出した金銭

4 Yamagata University
T. Kayama

１フロアに１人
（９人体制）
＠10,000円

診療科ごとに
業務量・リスクが
大きく違うため

見直し！

診療科ごとに
17科（17人）
＠20,000円

［2005年12月から］［従来の管理当直］

ó大学の運営費交付金

財
源



時間外手当の概要（1）
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救急部からの要請により救急対応を行った医師等及び
救急対応を行った医師等に１回5,000円を支給

（2006年7月適用）

時間外手当（緊急時診療従事調整手当）

Yamagata University
T. Kayama


